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 解説！
ティンバー農園の雨感知センサーは、自動開閉器に取り付けることで雨が降った場合に雨を感知し、

自動でハウスを閉めることが可能になります。 ここでは、センサーの取り付け方や、センサーとハウスの

自動開閉の関連などについて解説します。

・雨を感知します。

・ケーブル長：標準５ｍ 延長オプションなし

・オプションで取付金具あり（雨風クレードル）

・センサー部分にヒーターが付いています。

【雨感知センサー ＫＳ-ＴＨＰ１-Ｓ７】

雨風クレードルをハウス外のパイプなどに取り付け、

雨風クレードルに雨感知センサーを固定します。

・雨感知センサーはセンサー

 上部が上になるように設置

 します。

・雨風クレードルは角度調整が

 可能です。

・雨風クレードルは丸パイプ

 φ２５に対応しています。

・雨を感知するとセンサーの計測値は０に

 なり、雨を感知していない場合は計測値が

 ４０９５前後になります。（値はＫＳＷａｔｃｈ

 やＡｍｂｉｅｎｔなどで確認できます）

・雨感知センサーの計測値が０になったら

 ハウスが「閉」方向に動きます。センサーが

 雨を感知しなかった場合は、ハウスが「開」

 方向に動きます。（出荷時の設定）

・センサーの計測間隔は最短で２分です。

 雨が降り始めてすぐにハウスが閉まり始め

 ない場合があります。

・開閉限界温度の設定などによっては、雨を

 感知した場合でもハウスが閉まらない場合

 があります。

取り付けイメージ

晴れ→４０９５

ハウス→開く

※値は多少前後します。

雨→０

ハウス→閉まる


